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十
月
の
総
選
挙
で
絶
対
安
定
多
数
の
議
席
を
確
保
し
、
十
一
月
十
日
に
は
第
二
次
岸
田
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
存
じ
上

げ
ま
す
。
慌
た
だ
し
い
政
局
の
動
き
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
じ
め
喫
緊
の
諸
問
題
に
対
し
手
を
抜
く
こ
と
な
く
正
面
か
ら
向
き

あ
っ
て
お
ら
れ
る
自
民
党
の
皆
様
に
感
謝
と
敬
意
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。 

引
き
続
き
、
自
民
党
主
導
の
安
定
し
た
政
権
運
営
の
も
と
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
下
で
の
、
経
済
政
策
、
外
交
・
安
全
保
障
な

ど
、
喫
緊
の
課
題
に
対
し
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、
党
是
で
あ
る
憲
法
改
正
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対
応
に
追
わ
れ
た
こ
の
二
年
間
に
、
国
際
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
、
ま
す
ま
す
覇
権
的
な
姿
勢
を
強
め
る
中
国

と
ア
フ
ガ
ン
撤
退
な
ど
で
世
界
的
な
影
響
力
の
相
対
的
低
下
が
み
ら
れ
て
い
る
米
国
と
の
対
立
は
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ

の
米
中
新
冷
戦
時
代
と
も
い
わ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
世
界
各
国
と
連
携
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
定
確
保
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
わ
が
国
に
対

し
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
中
国
の
覇
権
的
行
動
を
抑
止
す
る
世
界
的
な
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
外
交
政
策
等
が
望
ま
れ
ま
す
。 

一
方
、
中
国
の
覇
権
的
行
動
の
矛
先
は
太
平
洋
正
面
に
向
い
て
お
り
、
そ
れ
が
軍
事
侵
攻
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
第

一
列
島
線
の
防
衛
強
化
が
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
南
西
諸
島
を
重
視
し
た
我
が
国
の
防
衛
体
制
の
強
化
、
日
米
安
保
体
制
の
強
化
、
世
界
主

要
国
と
の
軍
事
的
連
携
の
構
築
等
に
加
え
、
い
わ
ゆ
る
第
一
列
島
線
の
中
央
に
位
置
し
日
本
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
台
湾
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
中
国
の
軍
事
行
動
に
連
携
し
た
サ
イ
バ
ー
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
手
段
を
駆
使
し
た
与
論
戦
、
心
理
戦
な
ど
の
対
日
工
作
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
国
民
の
国
家
意
識
、
国
を
守
ろ
う
と
す
る
思
い
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
国
民
意
識
は
、
当
然
、
独
立
主
権
国
家
と
し
て
の
外
交
、
防
衛
の
諸

施
策
に
も
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
防
に
関
す
る
記
述
の
欠
如
し
た
現
行
憲
法
の
改
正
に
行
き
つ
く
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

目
下
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
た
経
済
の
立
て
直
し
や
経
済
安
全
保
障
の
確
保
、
新
た
な
時
代
で
繁
栄
を
続
け
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
少
子
高
齢

化
に
対
応
し
た
福
祉
政
策
等
、
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
喫
緊
の
政
治
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
に
は
、
東
ア
ジ
ア
で
の

軍
事
的
衝
突
や
、
中
国
に
よ
る
間
接
的
な
侵
略
に
よ
る
国
内
混
乱
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
中
国
の
覇
権
的
行
動
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
態
が
生
起
す
る
危
険
が
迫
っ
て
い
る
現
在
、
こ
れ
へ
の
対
処
は
最
優
先
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

本
日
は
、
「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
来
年
度
予
算
編
成
等
の
参
考
と
し
て
頂
き
た
く
、
国
の
政
策
の
土
台
と
も

い
え
る
安
全
保
障
の
問
題
に
い
て
、
以
下
、
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    一 

南
西
諸
島
防
衛
を
重
視
し
た
防
衛
力
の
強
化 

（
一
）
情
報
能
力
の
強
化
、
特
に
多
様
な
情
報
ソ
ー
ス
に
融
合
で
き
る
人
材
育
成
及
び
Ａ
Ｉ
の
活
用
等
に
よ
る
効
率
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備 

（
二
）
多
次
元
統
合
防
衛
力
の
整
備
に
更
な
る
注
力
（
予
算
投
入
） 

（
三
）
欧
米
先
進
国
等
と
の
共
同
開
発
等
の
推
進
、
官
産
学
一
体
と
な
っ
た
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
装
備
研
究
開
発
等
に
よ
る
国
内
の
防
衛
技
術
・
生
産
基
盤
の
確
保
、 

（
四
）
実
践
的
な
訓
練
の
更
な
る
推
進
、
そ
の
た
め
の
教
育
訓
練
予
算
の
確
保 

（
五
）
諸
施
策
に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
は
、
世
界
の
主
要
国
並
み
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
程
度
を
目
標
と
し
た
段
階
的
な
防
衛
予
算
の
増
額
が
必
須 

二 

日
米
台
連
携
し
た
列
島
線
防
衛
体
制
の
構
築 

（
一
）
日
米
安
保
体
制
の
継
続
し
た
強
化
努
力
と
日
米
の
役
割
分
担
の
融
通
性
の
保
持 

 

（
二
）
台
湾
と
の
連
携
に
必
要
な
法
整
備
並
び
に
国
会
議
員
間
及
び
民
間
ベ
ー
ス
で
の
安
全
保
障
対
話
等
の
促
進 

（
三
）
日
米
台
政
府
間
の
安
全
保
障
対
話
及
び
共
同
訓
練
等
に
向
け
て
の
環
境
整
備 

（
四
）
サ
イ
バ
ー
を
活
用
し
た
対
日
（
対
国
民
）
工
作
等
に
関
す
る
情
報
の
共
有
と
対
処
行
動
の
連
携 

（
五
）
オ
セ
ア
ニ
ア
、
南
西
ア
ジ
ア
、
欧
州
諸
国
等
と
の
連
携
に
よ
る
抑
止
体
制
の
強
化 

三 

国
民
全
体
の
安
全
保
障
に
関
す
る
関
心
度
の
向
上 

（
一
）
現
行
憲
法
に
内
在
す
る
安
全
保
障
・
防
衛
の
欠
如
の
問
題
を
解
消
（
独
立
主
権
国
家
日
本
国
憲
法
の
制
定
） 

（
二
）
教
育
分
野
に
お
け
る
安
全
保
障
、
軍
事
に
対
す
る
偏
見
の
除
去 

（
三
）
平
時
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
対
日
（
対
国
民
）
工
作
等
に
つ
い
て
の
広
報
施
策
の
実
施 

（
四
）
国
に
殉
じ
た
英
霊
等
の
慰
霊
・
顕
彰
へ
の
取
り
組
み 

（
五
）
自
衛
隊
の
活
動
等
に
対
す
る
一
層
の
透
明
性
を
持
っ
た
広
報
の
推
進 

四 

ア
ジ
ア
・太
平
洋
地
域
の
安
定
を
リ
ー
ド
す
る
に
相
応
し
い
我
が
国
の
国
際
的
信
用
度
の
向
上 

（
一
）
歴
史
認
識
問
題
等
の
よ
り
積
極
的
な
海
外
発
信 

外
交
ル
ー
ト
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
や
国
民
に
対
す
る
よ
り
積
極
的
な
広
報
等 

（
二
）
自
衛
隊
に
よ
る
国
際
貢
献
活
動
の
効
果
的
実
施
の
た
め
の
法
整
備
等
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
移
行
） 

（
三
）
我
が
国
の
国
民
性
を
生
か
し
た
安
全
保
障
分
野
で
の
海
外
発
信
の
活
発
化 

安
全
保
障
・
防
衛
に
関
す
る
国
際
的
研
究
機
関
等
の
育
成
、
高
等
教
育
の
充
実
、
国
際
会
議
へ
の
積
極
的
参
加
等 

（
四
）
わ
が
国
固
有
の
領
土
に
対
す
る
毅
然
た
る
態
度
、
特
に
尖
閣
諸
島
等
の
実
効
支
配
の
確
保
・
・
・
・
・
補
足
説
明
資
料
参
照 


